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【背景・目的】求電子性の乏しいアミド基に対する求核付加反応は一般的に困難

であり、現在までにチオアミドやイミド、N-アルコキシアミド等を利用する、い

くつかの方法が報告されてきた。一方、当研究グループは、ヒストリオニコトキ

シンの全合成 1)の過程で、チタニウムヒドリド 2)と亜鉛アート錯体 3)を組み合わせ

る二級アミドの直接的アリル化反応を見出した。今回、この反応の基質や求核剤

の一般性等に関して詳細な検討を行ったので報告する。 
【方法・結果】ピペリドン 1 に対して Ti(Oi-Pr)4 と Ph2SiH2を反応させた結果、1
は速やかにイミン 2 へと還元された。続けて、アリルマグネシウムクロリドと触

媒量の ZnCl2より生じる、亜鉛アート錯体を反応させた結果、アリル化体 3 を収率

良く得ることに成功した(78%)。 
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